
状態別対応セミナー中重度編
～多職種を活かした関りとは～

開催日：令和5年6月18日（日）
会 場 ：オンライン開催
参加者数：21名

研修認定委員会より

通所リハビリテーションは、医師を含め多
職種で対応できることが強みです。そこで
改めまして多職種による関りを皆様で議論
できればと思い企画しました。
研修会の内容は、中重度者の通所リハビリ
テーションに求められる機能や中重度者に
おけるケアマネジメントについての講義に
始まり、その後は事業所からの実践報告と
なっています。なお、取り組みについては、
セラピスト、看護師、介護福祉⼠それぞれ
の視点で報告をして頂きます。さらに、講
義に加えて、参加者の⽇頃の悩みを解決で
きるグループワークも企画しています。

⼀般社団法⼈ 全国デイ・ケア協会



介護度別の利用実態
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データ：介護給付費実態統計 R4年6月審査分

請求事業所数 ： 8,053 施設 利用者数 ： 594，800 人

平均介護度 ：1.73（通所リハ）／2.05（居宅サービス利用者）

（千人） （％）居宅サービス利用者における通所リハ利用率
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悪化防止
介助方法

リスク管理

引き出し→活用

維持・向上

支援者＞対象者 支援者＜対象者

かすみケアグループかすみケアグループ

中重度者の利用が少ないのはなぜか…

•静養室のベッドに寝て過ごす時間が多い
•車椅子に座りっぱなし
•本人ができることが少ない
•医学的管理が必要で、リスクが高い
•リハビリの効果はあるの？

•受け入れてくれるデイケアが少ない？
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中重度者こそデイケアを利用してほしい

かすみケアグループかすみケアグループ

「外出」が要介護者の社会を拡げる
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引用：症状・疾病でわかる高齢者ケアガイドブック


